計画3-7 霊長類新生児の自発運動(General movements)の発達(VI 共同利用研究 2.研究成果) by 小西, 行郎 et al.
Title計画3-7 霊長類新生児の自発運動(General movements)の発達(VI 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)小西, 行郎; 高谷, 理恵子; 多賀, 厳太郎; 竹下, 秀子; 板倉,昭二













































































今年度は ドー パミントランスポーターについて解析した｡ヒトドー パミントランスポーター
(DATl)迎伝子の3■非翻訳領域には約40塩基を単位とした3-13回の反複配列多型が存在し､
反校数9回と10回の対立迫信子の塀皮が拓い｡遺伝子型と性格(新奇性追求傾向)との関連や､
パーキンソン病など疾柄との関連も報告されている｡本研究では､真猿類各種でこの反復領域を
PCR増幅し塩拡配列を決定した.大型獅入城4種計52頭では1-2回反復の遺伝子のみが見出
され､ヒトとは大きく界なっていた｡一方､テナガザル3種は多型性に富み､反復数5-13回
の8種籾の対立迫伝子が兄いだされた｡マカク規では11-12回の反復数を持つ遺伝子か兄いだ
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